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V235a 接合型Ge検出器の平面展開構造による未開拓な赤外線波長帯の高感度化
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波長 30 – 60 µm帯での天体観測は、天文学的に重要な窓であるにも関わらず、他の波長帯に比べて大きな遅
れをとっている (未開拓な波長帯)。未開拓な波長帯は、天文衛星搭載用として実績のあるシリコン系検出器と、
ゲルマニウム (Ge)系検出器がカバーする波長帯とのギャップ波長域に位置している。そのため、未開拓波長帯
に高感度かつ実用的な量子型検出器がいまだに存在しない。これが大きな遅れをとっている要因である。本研究
は、Ge検出器の構造を刷新することで、未開拓な波長帯に高い光感度を有する赤外線検出器を実現させる。
従来のGe検出器では、未開拓波長帯の光は、主にフォノン吸収のために、電気信号として検出できない。しか

し、Geに添加する不純物濃度を従来よりも約 2桁高い∼ 1016 cm−3にすれば、フォノン吸収よりも不純物吸収
による過程が支配的になる。そこで、高純度層と高不純物層から成る接合型Ge検出器を採用する。さらに、半
導体超微細加工技術を導入して接合型構造を平面的に展開することで、赤外線の光吸収層への直接照射と長い光
吸収長が実現できる。これらにより、原理上、未開拓な波長帯に高い光感度を有することが期待される。
この予測のもと、平面展開化した接合型Ge検出器を試作し、その温度 2 Kにおける電流–電圧特性および、光

感度の波長依存性を測定した。その結果、電流–電圧特性から検出器の良好な電気的動作を確認できた。また、波
長感度特性から未開拓な波長帯を含む∼30 – 160 µmの波長帯に光感度を有することを明らかにした。未開拓波
長帯において、従来比約 10倍の∼ 10%の量子効率が得られ、高光感度化の実証に成功した。


